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D開 花及 び収穫 の様相
秋植露 地栽培 した,既 存 の四季成性 品種`大石 四季成2号',`夏 芳7の開花 を一
季成性 品種及 び二季成 性 品種 と比較 す ると,4月 中旬 か ら5月 上旬 にはいずれの
品種 とも開花 し,二 季成 性品種で は7月 中 ～下旬 に も開花 したが,四 季成 性品種
で は6月 上旬か ら9月 末 まで連続 して開花 した。従 って,夏 秋期 の収量 は,四 季
成性 品種 で一季 成性 品種 及 び二季成性 品種 よ り多 くな るとと もに,四 季成性品種
で は夏秋 期 に連続 して収穫 が可能 であ った(第1図)。
二 つの四季成性 品種 を比較す る と,`夏芳'は`大石四季成2号'に 比 べて夏秋期
の収量 及 び果実 の大 きさ と形状 が優 れた。 しか し,`夏芳'に も,全 期 間 にわた っ
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て乱形果 が発生 した こ と,後 半 に果実 が小 さ くな った こと,時 期 によ って収量変
動が大 きかった ことな と,実 用化す る上 で改良 すべ き点 が認 め られた(第1表)。
2)ラ ンナ ー発生 の様相
四季 成性品種 の第一 次 ラ ンナーの発 生盛期 は5月 か ら6月 で,そ の後 はほ とん
と発生 しなか った。第一次 ラ ンナ ーの発 生数 は,`夏芳'で`大石 四季成2号'よ り
優 れたが,一 季成性 品種 に比べてかな り少 なか った(第2図)。 従 って,四 季成
性品種 の苗 の増殖性 を高 め るには,第 一 次 ラ ンナーの発生能 力 の優 れた品種 の育
成 が重 要 である と考 え られた。
2.四 季成性 品種`サマ ーベ リー'の育成
1)品 種 の育成 経過 と基本特 性
四季成性 品種`夏芳'に一 季成性品種`麗紅'の自然交雑 実生系統`R-1'を 交配
した組 み合わせか ら,育 種 目標 にほぽ合致 した個体 を選抜 し,'`サマーベ リー'と
命名 した(第3図)。`サ マ ーベ リー'は1988年に種苗登 録 され た(登 録 番号:第
1557号)。
`サマ ーベ リー'の夏秋期 にお ける主 な特性 と して,(1)四季成性 であ る,(2)
草勢 が強 く,ラ ンナーの発 生数 が多い,(3)収穫初期 には乱形果 が発 生 しやす い
欠点が あ るが,果 実 が非 常 に大 き く,円 錐 形で,硬 くて 日持 ち性 に優 れ る,(4)
うとん こ病 には`夏芳'よ り弱 く,`大石 四季成2号'よ り強 い,こ とが挙 げ られ る。
2)夏 秋期の果実 の生 産性
夏秋期 の収穫 中期(6月 下旬 ～8月 上旬)と 収穫 後期(8月 中旬 ～9月 下旬)
の合計収 量 は,`サマ ーベ リー'では'夏芳'よ り約25%,`大石四季成2号'よ り約
85%多か った。 さ らに,`サ マーベ リー'では,平 均 果重が9.2gと大 き く,果 重
10g以上 の大果率 が高 く,乱 形果 が少 なか った(第2表)。 また,7月 に収穫 し
た果実 の硬度 は`サマ ーベ リー'で最 も高 か った。いず れの品種 も糖度 が低 く,酸
度 が高 か った(第3表)。 従 って,`サ マ ーベ リー'は,夏 秋採 り栽培 における果
実 生産 に優 れたが,糖 度 が低 く,酸 度 が高 か ったの で,夏 秋 期 に需要 の多いケー
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キな どの業務用 に適 す る と考 え られ た。
3.四 季成性 品種 のラ ンナー発生生態 と調 節
1)ラ ンナ ーの発 生様相
四季 成性 品種 の第 一次 ラ ンナーの発生開始期 は一 季成性 品種 よ りやや遅 く,ラ
ンナー発生 ピー クに達 した時期 は5月 後半 か ら6月 前半 で,一 季 成性 品種 よ り早
か った。四季成性 品種 の第一次 ラ ンナ ー苗 と総 ランナ ー苗の発生数 は一 季成性 品
種 よ り少 なかった。 しか し,第 一次 ラ ンナ ー苗 当た りの総 ラ ンナー苗数 は,一 季
成性 品種 よ り四季成性 品種 で多か った。。従 って,四 季成性 品種 の ラ ンナー苗 の
増殖率 を高 めるには第一 次 ランナーの発生数 を増加 させ,ラ ンナーの次数 を高 め
るよ うな栽培管理 が重要 であ ると考 え られ た。
2)ラ ンナー発生数 の促進
四季 成性 品種 の第 一次 ランナ ーの発生数 は,低 温 に十分遭遇 させた休眠打破苗
て 多 く,低 温 に十 分遭遇 させなか った半休 眠苗 で は少な かった(第4図)。 親株
の花房 摘除 とジベ レリン処理 の併用 が第一 次 ランナ ー苗 と総 ラ ンナー苗 の発生数
を増 加 させ た(第4表)。 四季成 性 品種 の 中で は,第 一 次 ラ ンナ ーの発 生数 は
`サマ ーベ リー'と`夏芳'で多 く,さ らに,一 年 生苗 は二年生苗 よ り多 か った(第
5図)。 従 って,ラ ンナ ーの発生促進 の ため には,十 分 に休 眠打破 した二年生苗
を早 い時期 に定植 して生育 を促進 し,6月 頃 まで に多 くの第一 次 ラ ンナーを養成





した後,一 時的に開花が中断した。その後,春 の生育開始後に分化 した腋花芽が
6月中旬から夏秋期にかけて連続的に開花 した。夏秋期の開花株率は当年に養成
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した一年生苗 よ り前 年 に養 成 した二年 生苗 で強 か ったので,夏 秋 期 の果実生産 の
ため には一年 生苗 よ り二年 生苗 の方 が生産性 が高い と考 え られた(第6図)。
いずれ の四季成 性 品種 も秋 の短 日期 に開花株 率が低下 じたが,長 日処理 によ っ
て開花株率 が増大 した(第7図)。 従 って,四 季成性 品種 で も夏の高温 や秋 の短
日で花芽分化 が抑 制 され る と考 え られ た。
2)花 芽 の分化,発 育 過程 の季 節 的推移
`サマ ーベ リー'の二年 生苗 の花 芽分化 開始 時期 は4月20日頃で,そ の後 はほぽ
1か 月間隔で腋 花芽 が分 化 した(第8図)。 開花 の季 節的推移 に品種 間差異が認
め られなか ったの で,既 存 の四季 成性 品種 で も`サマーベ リー'と同時期 に花芽分
化 されてい ると考 え られ た。
3)花 芽の分化,発 育 の調節
`サマーベ リー'では,15℃と20℃で は 日長 の長短 にかかわ らず花芽 が分化 ・発
達 し,高 温 の25℃で は,短 巳よ り長 日で花芽 が誘導 されやすか った。25℃の短 日
では,花 芽発達 の不揃 い程 度 が著 し くな り,一 年生苗 で は未分 化個体 もみ られた
.(第9図)。 従 って,`サ マ ーベ リー'は,花 成 に関 して相対 的長 日型 であ り,加
齢 に よ って花成能 力 が強 まる と考 え られ た。・
`サマーベ リー'を含 めた四季成性 品種 では,低 温遭遇 量や 日長 の長短 にかかわ
らず加温 ガラス室 に搬 入 して生育 させ る と花 芽 が分化 した。5℃ 以下 の低温遭遇
時間 が1,100時間以 上 の1月19日に入室 した場 合 に,花 芽 の発育 が一季成性 品種
よ り四季成性 品種 でやや進 んでい たの で,休 眠覚醒後 の花成抑 制期 間は四季成性
品種 で一季成 性 品種 よ り短 い ことが示 唆 され た。
ジベ レリンの施与 は四季成 性品種 の花芽 分化 を抑 制 させ なか ったので,ジ ベ レ
リンで花 房数 を調節 す る ことはで きない と考 え られ た。
5.`サマーベ リー'の夏秋採 り栽 培技術 の 開発
1>作 型の 区別
`サマ ーベ リー'の夏秋採 り栽培 を行 うための作型 として,前 年 の秋 に一年生苗
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を定植 す る秋植栽培,越 冬 させ た二年 生苗 を当年 の春 に定植す る春植栽培及 び当
年 の春 に発生 した一年 生苗 を夏 に定植 す る夏植 栽培 の3作 型 に分 け,そ の実用性
を検討 した。
2)秋 植栽 培
5月下 旬か ら6月 下 旬 までの収量(前 期 収量)は 前年の9月15日の定植で多 く,
定植 時期 の遅 い ほ ど少 なか った。 しか し,7月 上 旬か ら8月 上旬 までの収量(中
期収量){ま,前期収量 の多 い9月15日の定植 で低 く,10月15日とll月15日の定植
で 多か っ孝。8月 中旬 か ら9月 下旬 までの収 量(後 期収 量)は いずれの定植 時期 幽
で も少 なか った(第10図)。 定植時 の苗 の大 きさによる収量 の違 いを比較す ると,
前期収量 は大苗 の定植 で 多 く,中 期収量 は小苗 の定植で 多か った(第ll図)。 前
期収量 は基肥 に速効性肥 料 を高 い割 合で施 用 した ほ ど多か った。 中期 と後期の収
量 は基肥 に緩 効性肥料 を高 い割合 で施用 したほ ど多かった。乱 形果 は緩効牲肥料
の割合 の高い場 合 や前期 の花房 を摘 除 した場合 に増 加 した。 また,中 期の正 常果
収 量 は中期 の乱形果 を幼果期 に摘果す るとや や増加 した。従 って,前 期 の多収 の
ため には前年 の秋 の早 い時期 に大苗 を定植 す る方法 が,中 期 の 多収 のためには前
年 の10月中旬 か らll月中旬 に小苗 を定植す る方法 が適 してい ると考 え られた。中
期 の果実 品質 と収量 の 向上 のため には,緩 効 性肥料 の施用 と乱 形果 の摘果 が必要
であ る と考 え られ た。
後期収量 は,前 期 と中期 の収量 に比べ て少 な く,果 実 が小 さか ったので,秋 植
栽 培 では後期 の収 穫 は期待 で きな い と考 え られ た。
これ らの結 果か ら,秋 植栽 培 は5月 下旬 か ら8月 上旬 の春 夏採 り作型 と して有
望 で ある と判 断 され た。 目標収量 は2.4t/10aと算 出され た。
3)春 植栽培
6月下旬 か ら8月 上 旬 までの収量(中 期収 量)は 定植時期 の早 いほ ど多 く,平
均 果重が大 きか った。一方,8月 中旬か ら9月 下旬 までの収量(後 期収量)は 定
植 時期 の遅い ほ ど多か った。花芽分 化前 の4月10日に定植す る と乱 形果が著 しく
増加 したので,中 期 か ら後期 の収量 と果 実品質 の向上 の ため には,花 芽分 化直後
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の4月25日頃 に定植す る必 要 があると考 え られ た 「(第5表)。花芽 分化直後の4
月25日に定植 した場 合,中 期 及 び後 期収量 は大 苗 ほ ど多 く,平 均果重 が大 きか っ
た。 しか し,大 苗 の定植 で は乱形果が増加 したので,花 芽分化 直後 に定植す る場
合 には中～小苗 を使 用す る必要が あると考 え られた(第6表)
中期収量 は基肥 に速効性肥料 を施 用 した場合 に,後 期収 量 は追肥 に緩 効性肥料
を施用 した場 合 に増加 した。平均 果重 と大 果率 には施肥 方法 によ る違 い は認 め ら
れ なか った。乱 形果 は基肥 に速効性肥料 を施 用 した場 合 に多か ったので,基 肥 の
施 肥量 を少な くす る と中期 の乱形果数 は減 少 した。 しか し,果 実 の収 量 も減少 し
た。 また,正 常果の 中期収 量 と後期収量 は 中期 に幼 果期の乱形 果を摘果す る と増
加 した。中期 か ら後期 の収量 と果実 品質 の 向上 の ためには,基 肥 と追肥 に速効性
肥料 と緩 効性肥料 と組 み合 わせて施肥 し,乱 形果 を摘果 す るこ とが必要 であ ると
考 え られ た。
8月 に花房 を摘 除 して:草勢 を回復 させ る と,長 日処理 を しな くて も9月 か ら降
霜期 の11月中旬 に多収 が得 られ,乱 形果 が非 常 に少 な くな った(第7表)。 この
方法 は盛夏期 に気温の比較 的高 い地域 での春 植栽培 に適 す ると考 え られ た。
これ らの結 果か ら,春 植栽培 は6月 下 旬 か ら11月中旬 の夏秋採 り作型 と して有
望 であ ると判断 された。 目標収量 は3.2t/10aと算 出され た。
4)夏 植栽培
7月下旬 に定植 し,8月 末 まで開花花房 を摘 除す る とともに,8月 上旬 か ら長
日処理 と遮光処理 とを組 み合 わせて露地 で栽培 す る と,一 年 生苗 で も9月 か ら10
月 に開花花房数 が著 しく増加 した。9月 中旬 か ら収穫 が開始 され,10月にハウス
被覆 を行 うと12月まで収 穫 が可能 であ った。乱 形果 はポ ッ ト苗 と無仮植苗 の違 い
にかかわ らず非常 に少な く,品 質 の優 れた果実 が収穫 された(第8表)。
これ らの結果 か ら,夏 植栽培 は9月 か ら12月の秋冬採 り作 型 と して有望 であ る
と判 断 され た。 目標収量 は2.Ot/10aと算 出 された。






























































,●夏 芳'=四 季 成 性 品 種,'Redgauntlet':二季 成 性 品 種,
'宝交 早 生'
,'盛岡16号','Tioga':一季 成 性 品 種.
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第1表 四季成性品樵 二季成性品種及び一季成性品種における時期別収攣鵬




































































寵 収 穫 果 数 と収 穫 果 重 はm株 当 た り の 数 値 .7'大 石四季虞2号,`夏 芳':四 季 成 性 品 種,
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着果 隣花 着果 曽花 着果 醤花 着果 鱗苗 着果 憤花 着某 嫡花
妬 嘩飽 号 夏芳Redgauntl就宝交早 生 盛 岡16号 ↑ioga
四 季 成 性 品 種,二 季 成 性 品種 及 び一 季 成 性 品 種 に お け る時 期 別 の
第 一 次 ラ ンナ ー の 発 生 数
'妬四鞘2ず










o夏芳 ● × ●R -1'
'K-1'?
'サマ ー ペ リー'(種 苗 登 録)
第3図 サ マーベ リー の系統 図
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第2表 四季成性品種の時期別収量塞













































品 種 着色程度 硬度 糖度 酸度 穂砒 硬度 糖度 酸度 穂砒
(窪)(9/cm2)(Brix)(男)(9/c回2)(Brix)(寒)












































*'サマ ー ベ リー','夏芳':四季 成 性 品 種,'宝交 早 生':一 季 成 性 品 種.
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r第4表 四季成性品種とr季成性品種のランナー苗の発生に及ぼす花房摘除とジベレリン処理の影響
・総 ラ ン ナ ー 苗y







花 房 摘 除12.8




























花 房 摘 除2ユ.3131.541.5
































































・`サ マ ー ベ リー','夏芳',`大石 四 季 成2号':四 季 成 性 品 種,'宝 交 早 生':一 季 成 性 品 種 ・
・ 小 苗1本 葉1～2枚 ,中 苗:本 葉3～5枚,大 苗=本 葉6枚 以 上.
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苗齢 轟 重羅 重竈誕 離蓄藷
温度(℃)20252025
日長(h)816




































第5表 ・サマ_ベ リー・の春植栽培における定植時期が時期別収量 に友ぼす影響・









8月 中 ～9月 下15,9102。06.412,27.3
5月10日 7月 」二～8月_ヒ





定 植 時 の
.苗の 大謎7





6月 下 ～8月 上25.3319.212.676・:522.2
.8月 中 ～9「月 下15.7100.26.411.812 .1 .





・大 苗:32.09,中 苗:23.5齢 小 苗:15.09,4月25日 定 植 。
竃全収穫果重に対する果重102以上の収穫果重の比率.
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第7表'サ マーヘ リー'の春植栽培 における花房摘除が収量 に及ぼす影響冨
琵房摘除期間
9月10月ll月 合訓








霊収穫果数 と収穫果重は株当たりの数低'全 収穫果重に対す る果重10g以上の収穫果重の比率
第8表'サ マーヘ リー'の夏植栽培 における育苗方法が収量に及ぼす影響












まず,既 存の四季成性品種の生態的特性を検討し,ラ ンナーの発生が少な く,苗の増殖性が劣
り,果実の品質が劣 り,生産性の変動が大きいことを明らかにした。
次に,新 四季成性品種の生育を試み,既 存の四季成 り性品種"夏 芳"と 一季成性品種"麗 紅"
の自然交雑実生系統から選抜 した"R-1"と の交配を行 って選抜 し,"サマーベ リー"を育成
した。"サ マーベ リー"の夏秋期での主な特性として,(1)四季成性である,(2)草勢が強く,ラン
ナーの発生数が多い,(3)果実が大きくて形状が良 く,硬くて 日持ち性に優れる,こ となどが挙げ
られる。
次に,"サ マーベ リー"を含めた四季成性品種のランナーの発生ならびに花芽の分化,発育及
び開花の生態的特性を検討するとともに,そ れらの調節法について検討 した。"サ マーベリー"
を含めた四季成性品種では,越冬させた二年生苗の第一次ランナーの発生盛期は5～6月 で,一




重要であることを明らかにした。"サ マーベ リー"は,花 成に関しては相対的長 目型であ り,苗
齢の増加に伴 って花成能力が強まった。二年生苗の春季での花芽分化開始期は4月下旬で,そ の












重な知見を与えた。 よって,審 査員一同は,博士(農 学)の 学位を授与するのに充分な価値があ
ると判定した。
一86一
